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テラヘルツ波は 1THzにおける水の吸収係数は約 200cm-1であり、水に強く吸収されるとい

う特徴を持っている。そのため、溶液の測定には透過測定は困難であり、反射測定を利用す

ることがある。この反射測定において、波長よりも小さいサイズの人工構造体の集合体であ

るメタマテリアルを用いる手法で感度向上が期待でき、近年研究が行われている[1]。メタマ

テリアルによる共振周波数を利用し、共振周波数のシフトや強度変化を用いることで、高感

度なテラヘルツ波センシングが期待されている[2]。 

本研究では、メタマテリアルの基本的な素子であ

る Split Ring Resonator (SRR) を作製し、溶液のテラ

ヘルツ反射測定をした。SRRは EBリソグラフィー

法とスパッタリング法を用いて、厚さ 500µm のサ

ファイア基板上に厚さ 50nmの金のパターンを作製

した。また、Advantest製 TAS7400TSを使用し、テ

ラヘルツ時間領域分光法による測定を行った。

透過測定と反射測定の結果、作製したメタマテリ

アルの共振周波数は 0.65THzである(Fig.1)。このメ

タマテリアル上に濃度の異なる複数の L-アスコル

ビン酸水溶液を滴下した。それぞれの濃度における

反射率の値を Fig.2に示す。L-アスコルビン酸の濃

度が高くなるにつれて、共鳴周波数からが確認でき

る。また L-アスコルビン酸の濃度が高くなるにつれ

て、反射率が低下していることが分かる。ビタミン

溶液の反射測定による計測が可能であることが確

認できた。 
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Fig.1 Transmission and reflectance spectra 

of the metamaterial 
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Fig.2  Reflectance of various 

concentrations of ascorbic acid aqueous 

solution 
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